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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　清掃シートを装着可能であり、第１乃至第４の側面を有する矩形板状のヘッド部と、
　前記ヘッド部に連結された柄と、
　前記ヘッド部の四隅のうち、前記第１の側面と前記第２の側面とが交わる第１の隅に設
けられた第１の切込部と、を備え、
　前記第１の切込部は、前記第１の側面に形成された複数の第１の横切込線と、前記第２
の側面に形成された複数の第２の横切込線と、前記第１及び第２の側面の間の辺に沿って
形成された第１の縦切込線とを含み、
　前記各第１の横切込線及び前記各第２の横切込線の一端は、前記第１の縦切込線上に位
置することを特徴とする清掃用具。
【請求項２】
　請求項１に記載の清掃用具において、
　前記複数の第１の横切込線は、互いに平行であり、
　前記複数の第２の横切込線は、互いに平行である清掃用具。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の清掃用具において、
　前記複数の第１の横切込線は、前記ヘッド部の厚み方向について、前記第１の側面の略
全体にわたって形成されており、
　前記複数の第２の横切込線は、前記厚み方向について、前記第２の側面の略全体にわた
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って形成されている清掃用具。
【請求項４】
　請求項１乃至３の何れかに記載の清掃用具において、
　前記複数の第１の横切込線の１つは、前記ヘッド部の底面と前記第１の側面との間の辺
に沿って形成されており、
　前記複数の第２の横切込線の１つは、前記底面と前記第２の側面との間の辺に沿って形
成されている清掃用具。
【請求項５】
　請求項１乃至４の何れかに記載の清掃用具において、
　前記複数の第１の横切込線のうち隣り合う２本の第１の横切込線どうしの間隔は、３ｍ
ｍ以下であり、
　前記複数の第２の横切込線のうち隣り合う２本の第２の横切込線どうしの間隔は、３ｍ
ｍ以下である清掃用具。
【請求項６】
　請求項１乃至５の何れかに記載の清掃用具において、
　前記各第１の横切込線の長さは、１０ｍｍ以上であり、
　前記各第２の横切込線の長さは、１０ｍｍ以上である清掃用具。
【請求項７】
　請求項１乃至６の何れかに記載の清掃用具において、
　前記ヘッド部の四隅のうち、前記第２の側面と前記第３の側面とが交わる第２の隅に設
けられた第２の切込部を備え、
　前記第２の切込部は、前記第２の側面に形成された複数の第３の横切込線と、前記第３
の側面に形成された複数の第４の横切込線と、前記第２及び第３の側面の間の辺に沿って
形成された第２の縦切込線とを含み、
　前記各第３の横切込線及び前記各第４の横切込線の一端は、前記第２の縦切込線上に位
置する清掃用具。
【請求項８】
　請求項７に記載の清掃用具において、
　前記複数の第３の横切込線は、互いに平行であり、
　前記複数の第４の横切込線は、互いに平行である清掃用具。
【請求項９】
　請求項７又は８に記載の清掃用具において、
　前記複数の第３の横切込線は、前記ヘッド部の厚み方向について、前記第２の側面の略
全体にわたって形成されており、
　前記複数の第４の横切込線は、前記厚み方向について、前記第３の側面の略全体にわた
って形成されている清掃用具。
【請求項１０】
　請求項７乃至９の何れかに記載の清掃用具において、
　前記複数の第３の横切込線の１つは、前記ヘッド部の底面と前記第２の側面との間の辺
に沿って形成されており、
　前記複数の第４の横切込線の１つは、前記底面と前記第３の側面との間の辺に沿って形
成されている清掃用具。
【請求項１１】
　請求項７乃至１０の何れかに記載の清掃用具において、
　前記複数の第３の横切込線のうち隣り合う２本の第３の横切込線どうしの間隔は、３ｍ
ｍ以下であり、
　前記複数の第４の横切込線のうち隣り合う２本の第４の横切込線どうしの間隔は、３ｍ
ｍ以下である清掃用具。
【請求項１２】
　請求項７乃至１１の何れかに記載の清掃用具において、
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　前記各第３の横切込線の長さは、１０ｍｍ以上であり、
　前記各第４の横切込線の長さは、１０ｍｍ以上である清掃用具。
【請求項１３】
　請求項７乃至１２の何れかに記載の清掃用具において、
　前記ヘッド部の四隅のうち、前記第３の側面と前記第４の側面とが交わる第３の隅に設
けられた第３の切込部を備え、
　前記第３の切込部は、前記第３の側面に形成された複数の第５の横切込線と、前記第４
の側面に形成された複数の第６の横切込線と、前記第３及び第４の側面の間の辺に沿って
形成された第３の縦切込線とを含み、
　前記各第５の横切込線及び前記各第６の横切込線の一端は、前記第３の縦切込線上に位
置する清掃用具。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の清掃用具において、
　前記複数の第５の横切込線は、互いに平行であり、
　前記複数の第６の横切込線は、互いに平行である清掃用具。
【請求項１５】
　請求項１３又は１４に記載の清掃用具において、
　前記複数の第５の横切込線は、前記ヘッド部の厚み方向について、前記第３の側面の略
全体にわたって形成されており、
　前記複数の第６の横切込線は、前記厚み方向について、前記第４の側面の略全体にわた
って形成されている清掃用具。
【請求項１６】
　請求項１３乃至１５の何れかに記載の清掃用具において、
　前記複数の第５の横切込線の１つは、前記ヘッド部の底面と前記第３の側面との間の辺
に沿って形成されており、
　前記複数の第６の横切込線の１つは、前記底面と前記第４の側面との間の辺に沿って形
成されている清掃用具。
【請求項１７】
　請求項１３乃至１６の何れかに記載の清掃用具において、
　前記複数の第５の横切込線のうち隣り合う２本の第５の横切込線どうしの間隔は、３ｍ
ｍ以下であり、
　前記複数の第６の横切込線のうち隣り合う２本の第６の横切込線どうしの間隔は、３ｍ
ｍ以下である清掃用具。
【請求項１８】
　請求項１３乃至１７の何れかに記載の清掃用具において、
　前記各第５の横切込線の長さは、１０ｍｍ以上であり、
　前記各第６の横切込線の長さは、１０ｍｍ以上である清掃用具。
【請求項１９】
　請求項１３乃至１８の何れかに記載の清掃用具において、
　前記ヘッド部の四隅のうち、前記第４の側面と前記第１の側面とが交わる第４の隅に設
けられた第４の切込部を備え、
　前記第４の切込部は、前記第４の側面に形成された複数の第７の横切込線と、前記第１
の側面に形成された複数の第８の横切込線と、前記第４及び第１の側面の間の辺に沿って
形成された第４の縦切込線とを含み、
　前記各第７の横切込線及び前記各第８の横切込線の一端は、前記第４の縦切込線上に位
置する清掃用具。
【請求項２０】
　請求項１９に記載の清掃用具において、
　前記複数の第７の横切込線は、互いに平行であり、
　前記複数の第８の横切込線は、互いに平行である清掃用具。
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【請求項２１】
　請求項１９又は２０に記載の清掃用具において、
　前記複数の第７の横切込線は、前記ヘッド部の厚み方向について、前記第４の側面の略
全体にわたって形成されており、
　前記複数の第８の横切込線は、前記厚み方向について、前記第１の側面の略全体にわた
って形成されている清掃用具。
【請求項２２】
　請求項１９乃至２１の何れかに記載の清掃用具において、
　前記複数の第７の横切込線の１つは、前記ヘッド部の底面と前記第４の側面との間の辺
に沿って形成されており、
　前記複数の第８の横切込線の１つは、前記底面と前記第１の側面との間の辺に沿って形
成されている清掃用具。
【請求項２３】
　請求項１９乃至２２の何れかに記載の清掃用具において、
　前記複数の第７の横切込線のうち隣り合う２本の第７の横切込線どうしの間隔は、３ｍ
ｍ以下であり、
　前記複数の第８の横切込線のうち隣り合う２本の第８の横切込線どうしの間隔は、３ｍ
ｍ以下である清掃用具。
【請求項２４】
　請求項１９乃至２３の何れかに記載の清掃用具において、
　前記各第７の横切込線の長さは、１０ｍｍ以上であり、
　前記各第８の横切込線の長さは、１０ｍｍ以上である清掃用具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、床の清掃に用いられる清掃用具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の清掃用具としては、例えば特許文献１に記載されたものがある。同文献に記載の
清掃用具は、床の清掃に用いられるものであって、矩形板状のヘッド部と、ヘッド部の上
面に連結された柄とを備えている。ヘッド部には、当該ヘッド部の底面を覆うように清掃
シートが装着される。ヘッド部の底面を床に当てながら当該清掃用具を動かすことにより
、当該ヘッド部に装着された清掃シートで床面を清掃することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１６１５９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、かかる清掃用具を用いて部屋の角を清掃しようとすると、ヘッド部と部
屋の角との間にどうしても隙間が生じてしまう。そのため、部屋の角においては、床面の
埃を捕集しきれない等、清掃が不充分になりがちである。このように、従来の清掃用具に
は、部屋の角において床を清掃しにくいという問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記課題に鑑みてなされたものであり、部屋の角においても床を清掃しやす
い清掃用具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明による清掃用具は、清掃シートを装着可能であり、第１乃至第４の側面を有する
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矩形板状のヘッド部と、上記ヘッド部に連結された柄と、上記ヘッド部の四隅のうち、上
記第１の側面と上記第２の側面とが交わる第１の隅に設けられた第１の切込部と、を備え
、上記第１の切込部は、上記第１の側面に形成された複数の第１の横切込線と、上記第２
の側面に形成された複数の第２の横切込線と、上記第１及び第２の側面の間の辺に沿って
形成された第１の縦切込線とを含み、上記各第１の横切込線及び上記各第２の横切込線の
一端は、上記第１の縦切込線上に位置することを特徴とする。
【０００７】
　この清掃用具においては、ヘッド部の隅（第１の隅）に、第１及び第２の横切込線並び
に第１の縦切込線を含む第１の切込部が設けられている。第１の横切込線は第１の側面に
複数形成されており、各第１の横切込線の一端は、第１及び第２の側面の間の辺に沿って
形成された第１の縦切込線上に位置する。同様に、第２の横切込線は第２の側面に複数形
成されており、各第２の横切込線の一端も、第１の縦切込線上に位置する。これにより、
第１の側面において複数の第１の横切込線で挟まれた部分は、先端が自由端となる。同様
に、第２の側面において複数の第２の横切込線で挟まれた部分も、先端が自由端となる。
このため、ヘッド部の第１の隅を部屋の角に押し付けることにより、上記部分を変形させ
て、当該角に第１の隅を密着させることができる。これにより、部屋の角においても、床
の清掃を充分に行うことができる。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、部屋の角においても床を清掃しやすい清掃用具が実現される。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明による清掃用具の一実施形態を示す斜視図である。
【図２】図１の清掃用具を示す側面図である。
【図３】図１の清掃用具におけるヘッド部の四隅の１つを拡大して示した斜視図である。
【図４】図１の清掃用具におけるヘッド部の四隅の他の１つを拡大して示した斜視図であ
る。
【図５】図１の清掃用具におけるヘッド部の四隅の他の１つを拡大して示した斜視図であ
る。
【図６】図１の清掃用具におけるヘッド部の四隅の残りの１つを拡大して示した斜視図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しつつ、本発明の実施形態について詳細に説明する。なお、図面の説
明においては、同一要素には同一符号を付し、重複する説明を省略する。
【００１１】
　図１は、本発明による清掃用具の一実施形態を示す斜視図である。また、図２は、図１
の清掃用具を示す側面図である。清掃用具１は、床の清掃に用いられる清掃用具（フロー
リングワイパー）であって、ヘッド部１０、柄２０及び切込部３０，４０，５０，６０を
備えている。
【００１２】
　ヘッド部１０は、矩形板状をしており、側面１０ａ（第１の側面）、側面１０ｂ（第２
の側面）、側面１０ｃ（第３の側面）及び側面１０ｄ（第４の側面）を有している。本実
施形態においてヘッド部１０の形状は、略直方体である。ヘッド部１０には、清掃シート
を装着することが可能である。清掃シートは、乾いたものであってもよいし、濡れたもの
であってもよい。清掃シートは、ヘッド部１０の底面（清掃時、床に対向する面）を覆う
ように装着される。清掃シートは、適宜の手段によりヘッド部１０に固定される。ヘッド
部１０の材料としては、例えばプラスチックを用いることができる。
【００１３】
　ヘッド部１０の上面には、柄２０が連結されている。柄２０は、清掃用具１の使用者が
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把持する部分であり、細長い棒状をしている。柄２０は、ヘッド部１０に対して動かない
ように固定されていてもよいし、ヘッド部１０に対して可動であってもよい。後者の場合
、柄２０は、ヘッド部１０との連結部を頂点とする円錐面に沿って運動できるように構成
されていることが好ましい。
【００１４】
　ヘッド部１０の四隅のうち、側面１０ａと側面１０ｂとが交わる隅１２（第１の隅）に
は、切込部３０（第１の切込部）が設けられている。切込部３０は、図３に示すように、
複数の切込線３２（第１の横切込線）、複数の切込線３４（第２の横切込線）、及び切込
線３６（第１の縦切込線）を含んでいる。同図は、ヘッド部１０の隅１２を拡大して示し
た斜視図である。本実施形態において切込線３２及び切込線３４は、６本ずつ形成されて
いる。
【００１５】
　切込線３２は、側面１０ａに形成されている。切込線３４は、側面１０ｂに形成されて
いる。また、切込線３６は、側面１０ａ及び側面１０ｂの間の辺に沿って形成されている
。本実施形態において切込線３６は、上記辺の全体に形成されている。これにより、両側
面１０ａ，１０ｂは、互いに切り離された状態となっている。
【００１６】
　各切込線３２の一端は、切込線３６上に位置している。各切込線３２の他端は、側面１
０ａの途中に位置している。すなわち、各切込線３２は、切込線３６から側面１０ａの途
中まで延びている。これにより、側面１０ａにおいて隣り合う２本の切込線３２で挟まれ
た部分３３は、根元以外が周囲から切り離されて舌片状となっている。同様に、各切込線
３４の一端も、切込線３６上に位置している。各切込線３４の他端は、側面１０ｂの途中
に位置している。すなわち、各切込線３４は、切込線３６から側面１０ｂの途中まで延び
ている。これにより、側面１０ｂにおいて隣り合う２本の切込線３４で挟まれた部分３５
は、根元以外が周囲から切り離されて舌片状となっている。
【００１７】
　複数の切込線３２は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ａの略全体にわたっ
て形成されている。これらの切込線３２は、互いに平行である。本実施形態において切込
線３２は、等間隔に配設されている。複数の切込線３２の１つ（ヘッド部１０の底面に最
も近い位置にある切込線３２）は、ヘッド部１０の底面と側面１０ａとの間の辺に沿って
形成されている。また、複数の切込線３２の他の１つ（ヘッド部１０の上面に最も近い位
置にある切込線３２）は、ヘッド部１０の上面と側面１０ａとの間の辺に沿って形成され
ている。
【００１８】
　複数の切込線３２のうち隣り合う２本の切込線３２どうしの間隔ｄ１（図２参照）は、
１ｍｍ以上３ｍｍ以下であることが好ましい。また、各切込線３２の長さｄ２（図２参照
）は、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下であることが好ましい。
【００１９】
　複数の切込線３４は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ｂの略全体にわたっ
て形成されている。これらの切込線３４は、互いに平行である。本実施形態において切込
線３４は、等間隔に配設されている。複数の切込線３４の１つ（ヘッド部１０の底面に最
も近い位置にある切込線３４）は、ヘッド部１０の底面と側面１０ｂとの間の辺に沿って
形成されている。また、複数の切込線３４の他の１つ（ヘッド部１０の上面に最も近い位
置にある切込線３４）は、ヘッド部１０の上面と側面１０ｂとの間の辺に沿って形成され
ている。
【００２０】
　複数の切込線３４のうち隣り合う２本の切込線３４どうしの間隔は、１ｍｍ以上３ｍｍ
以下であることが好ましい。また、各切込線３４の長さは、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下で
あることが好ましい。
【００２１】
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　図１に戻って、ヘッド部１０の四隅のうち、側面１０ｂと側面１０ｃとが交わる隅１４
（第２の隅）には、切込部４０（第２の切込部）が設けられている。切込部４０は、図４
に示すように、複数の切込線４２（第３の横切込線）、複数の切込線４４（第４の横切込
線）、及び切込線４６（第２の縦切込線）を含んでいる。同図は、ヘッド部１０の隅１４
を拡大して示した斜視図である。本実施形態において切込線４２及び切込線４４は、６本
ずつ形成されている。
【００２２】
　切込線４２は、側面１０ｂに形成されている。切込線４４は、側面１０ｃに形成されて
いる。また、切込線４６は、側面１０ｂ及び側面１０ｃの間の辺に沿って形成されている
。本実施形態において切込線４６は、上記辺の全体に形成されている。これにより、両側
面１０ｂ，１０ｃは、互いに切り離された状態となっている。
【００２３】
　各切込線４２の一端は、切込線４６上に位置している。各切込線４２の他端は、側面１
０ｂの途中に位置している。すなわち、各切込線４２は、切込線４６から側面１０ｂの途
中まで延びている。これにより、側面１０ｂにおいて隣り合う２本の切込線４２で挟まれ
た部分４３は、根元以外が周囲から切り離されて舌片状となっている。同様に、各切込線
４４の一端も、切込線４６上に位置している。各切込線４４の他端は、側面１０ｃの途中
に位置している。すなわち、各切込線４４は、切込線４６から側面１０ｃの途中まで延び
ている。これにより、側面１０ｃにおいて隣り合う２本の切込線４４で挟まれた部分４５
は、根元以外が周囲から切り離されて舌片状となっている。
【００２４】
　複数の切込線４２は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ｂの略全体にわたっ
て形成されている。これらの切込線４２は、互いに平行である。本実施形態において切込
線４２は、等間隔に配設されている。複数の切込線４２の１つ（ヘッド部１０の底面に最
も近い位置にある切込線４２）は、ヘッド部１０の底面と側面１０ｂとの間の辺に沿って
形成されている。また、複数の切込線４２の他の１つ（ヘッド部１０の上面に最も近い位
置にある切込線４２）は、ヘッド部１０の上面と側面１０ｂとの間の辺に沿って形成され
ている。
【００２５】
　複数の切込線４２のうち隣り合う２本の切込線４２どうしの間隔は、１ｍｍ以上３ｍｍ
以下であることが好ましい。また、各切込線４２の長さは、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下で
あることが好ましい。
【００２６】
　複数の切込線４４は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ｃの略全体にわたっ
て形成されている。これらの切込線４４は、互いに平行である。本実施形態において切込
線４４は、等間隔に配設されている。複数の切込線４４の１つ（ヘッド部１０の底面に最
も近い位置にある切込線４４）は、ヘッド部１０の底面と側面１０ｃとの間の辺に沿って
形成されている。また、複数の切込線４４の他の１つ（ヘッド部１０の上面に最も近い位
置にある切込線４４）は、ヘッド部１０の上面と側面１０ｃとの間の辺に沿って形成され
ている。
【００２７】
　複数の切込線４４のうち隣り合う２本の切込線４４どうしの間隔は、１ｍｍ以上３ｍｍ
以下であることが好ましい。また、各切込線４４の長さは、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下で
あることが好ましい。
【００２８】
　図１に戻って、ヘッド部１０の四隅のうち、側面１０ｃと側面１０ｄとが交わる隅１６
（第３の隅）には、切込部５０（第３の切込部）が設けられている。切込部５０は、図５
に示すように、複数の切込線５２（第５の横切込線）、複数の切込線５４（第６の横切込
線）、及び切込線５６（第３の縦切込線）を含んでいる。同図は、ヘッド部１０の隅１６
を拡大して示した斜視図である。本実施形態において切込線５２及び切込線５４は、６本
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ずつ形成されている。
【００２９】
　切込線５２は、側面１０ｃに形成されている。切込線５４は、側面１０ｄに形成されて
いる。また、切込線５６は、側面１０ｃ及び側面１０ｄの間の辺に沿って形成されている
。本実施形態において切込線５６は、上記辺の全体に形成されている。これにより、両側
面１０ｃ，１０ｄは、互いに切り離された状態となっている。
【００３０】
　各切込線５２の一端は、切込線５６上に位置している。各切込線５２の他端は、側面１
０ｃの途中に位置している。すなわち、各切込線５２は、切込線５６から側面１０ｃの途
中まで延びている。これにより、側面１０ｃにおいて隣り合う２本の切込線５２で挟まれ
た部分５３は、根元以外が周囲から切り離されて舌片状となっている。同様に、各切込線
５４の一端も、切込線５６上に位置している。各切込線５４の他端は、側面１０ｄの途中
に位置している。すなわち、各切込線５４は、切込線５６から側面１０ｄの途中まで延び
ている。これにより、側面１０ｄにおいて隣り合う２本の切込線５４で挟まれた部分５５
は、根元以外が周囲から切り離されて舌片状となっている。
【００３１】
　複数の切込線５２は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ｃの略全体にわたっ
て形成されている。これらの切込線５２は、互いに平行である。本実施形態において切込
線５２は、等間隔に配設されている。複数の切込線５２の１つ（ヘッド部１０の底面に最
も近い位置にある切込線５２）は、ヘッド部１０の底面と側面１０ｃとの間の辺に沿って
形成されている。また、複数の切込線５２の他の１つ（ヘッド部１０の上面に最も近い位
置にある切込線５２）は、ヘッド部１０の上面と側面１０ｃとの間の辺に沿って形成され
ている。
【００３２】
　複数の切込線５２のうち隣り合う２本の切込線５２どうしの間隔は、１ｍｍ以上３ｍｍ
以下であることが好ましい。また、各切込線５２の長さは、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下で
あることが好ましい。
【００３３】
　複数の切込線５４は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ｄの略全体にわたっ
て形成されている。これらの切込線５４は、互いに平行である。本実施形態において切込
線５４は、等間隔に配設されている。複数の切込線５４の１つ（ヘッド部１０の底面に最
も近い位置にある切込線５４）は、ヘッド部１０の底面と側面１０ｄとの間の辺に沿って
形成されている。また、複数の切込線５４の他の１つ（ヘッド部１０の上面に最も近い位
置にある切込線５４）は、ヘッド部１０の上面と側面１０ｄとの間の辺に沿って形成され
ている。
【００３４】
　複数の切込線５４のうち隣り合う２本の切込線５４どうしの間隔は、１ｍｍ以上３ｍｍ
以下であることが好ましい。また、各切込線５４の長さは、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下で
あることが好ましい。
【００３５】
　図１に戻って、ヘッド部１０の四隅のうち、側面１０ｄと側面１０ａとが交わる隅１８
（第４の隅）には、切込部６０（第４の切込部）が設けられている。切込部６０は、図６
に示すように、複数の切込線６２（第７の横切込線）、複数の切込線６４（第８の横切込
線）、及び切込線６６（第４の縦切込線）を含んでいる。同図は、ヘッド部１０の隅１８
を拡大して示した斜視図である。本実施形態において切込線６２及び切込線６４は、６本
ずつ形成されている。
【００３６】
　切込線６２は、側面１０ｄに形成されている。切込線６４は、側面１０ａに形成されて
いる。また、切込線６６は、側面１０ｄ及び側面１０ａの間の辺に沿って形成されている
。本実施形態において切込線６６は、上記辺の全体に形成されている。これにより、両側
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面１０ｄ，１０ａは、互いに切り離された状態となっている。
【００３７】
　各切込線６２の一端は、切込線６６上に位置している。各切込線６２の他端は、側面１
０ｄの途中に位置している。すなわち、各切込線６２は、切込線６６から側面１０ｄの途
中まで延びている。これにより、側面１０ｄにおいて隣り合う２本の切込線６２で挟まれ
た部分６３は、根元以外が周囲から切り離されて舌片状となっている。同様に、各切込線
６４の一端も、切込線６６上に位置している。各切込線６４の他端は、側面１０ａの途中
に位置している。すなわち、各切込線６４は、切込線６６から側面１０ａの途中まで延び
ている。これにより、側面１０ａにおいて隣り合う２本の切込線６４で挟まれた部分６５
は、根元以外が周囲から切り離されて舌片状となっている。
【００３８】
　複数の切込線６２は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ｄの略全体にわたっ
て形成されている。これらの切込線６２は、互いに平行である。本実施形態において切込
線６２は、等間隔に配設されている。複数の切込線６２の１つ（ヘッド部１０の底面に最
も近い位置にある切込線６２）は、ヘッド部１０の底面と側面１０ｄとの間の辺に沿って
形成されている。また、複数の切込線６２の他の１つ（ヘッド部１０の上面に最も近い位
置にある切込線６２）は、ヘッド部１０の上面と側面１０ｄとの間の辺に沿って形成され
ている。
【００３９】
　複数の切込線６２のうち隣り合う２本の切込線６２どうしの間隔は、１ｍｍ以上３ｍｍ
以下であることが好ましい。また、各切込線６２の長さは、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下で
あることが好ましい。
【００４０】
　複数の切込線６４は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ａの略全体にわたっ
て形成されている。これらの切込線６４は、互いに平行である。本実施形態において切込
線６４は、等間隔に配設されている。複数の切込線６４の１つ（ヘッド部１０の底面に最
も近い位置にある切込線６４）は、ヘッド部１０の底面と側面１０ａとの間の辺に沿って
形成されている。また、複数の切込線６４の他の１つ（ヘッド部１０の上面に最も近い位
置にある切込線６４）は、ヘッド部１０の上面と側面１０ａとの間の辺に沿って形成され
ている。
【００４１】
　複数の切込線６４のうち隣り合う２本の切込線６４どうしの間隔は、１ｍｍ以上３ｍｍ
以下であることが好ましい。また、各切込線６４の長さは、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下で
あることが好ましい。
【００４２】
　清掃用具１の効果を説明する。清掃用具１においては、ヘッド部１０の隅１２に、切込
線３２，３４，３６を含む切込部３０が設けられている。切込線３２は側面１０ａに複数
形成されており、各切込線３２の一端は、側面１０ａと側面１０ｂとの間の辺に沿って形
成された切込線３６上に位置する。同様に、切込線３４は側面１０ｂに複数形成されてお
り、各切込線３４の一端も、切込線３６上に位置する。これにより、側面１０ａにおいて
複数の切込線３２で挟まれた舌片状の部分３３は、先端（切込線３６上に位置する端）が
自由端となる。すなわち、当該部分３３は、その先端において隣の側面（側面１０ｂ）に
固定されておらず、自由に動くことができる。
【００４３】
　同様に、側面１０ｂにおいて複数の切込線３４で挟まれた舌片状の部分３５も、先端が
自由端となる。このため、ヘッド部１０の隅１２を部屋の角（床面と２つの壁面とが集ま
る部分）に押し付けることにより、上記部分３３，３５を変形させて、当該角に隅１２を
密着させることができる。これにより、部屋の角においても、床の清掃を充分に行うこと
ができる。したがって、部屋の角においても床を清掃しやすい清掃用具１が実現されてい
る。
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【００４４】
　複数の切込線３２は、互いに平行である。また、複数の切込線３４も、互いに平行であ
る。このため、舌片状の各部分３３，３５は、幅が一定になり、強度的に安定する。これ
により、当該部分３３，３５を大きく変形させることが可能となるため、部屋の角に対し
て隅１２を密着させやすくなる。
【００４５】
　複数の切込線３２は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ａの略全体にわたっ
て形成されている。また、複数の切込線３４も、上記方向について、側面１０ｂの略全体
にわたって形成されている。これにより、ヘッド部１０の隅１２の略全体を変形させるこ
とが可能となるため、部屋の角に対する隅１２の密着度を向上させることができる。
【００４６】
　複数の切込線３２の１つは、ヘッド部１０の底面と側面１０ａとの間の辺に沿って形成
されている。また、複数の切込線３４の１つも、ヘッド部１０の底面と側面１０ｂとの間
の辺に沿って形成されている。これにより、ヘッド部１０の隅１２を部屋の角に押し付け
る際、床面の極近傍において隅１２を変形させることが可能となる。このことも、部屋の
角に対する隅１２の密着度の向上に資する。
【００４７】
　隣り合う２本の切込線３２どうしの間隔ｄ１（図２参照）が大きすぎると、舌片状の部
分３３の変形量が不足し、当該部分３３を部屋の角に密着させにくくなる。かかる観点か
ら、間隔ｄ１は、３ｍｍ以下であることが好ましい。他方、間隔ｄ１が小さすぎると、上
記部分３３の強度が不足する。かかる観点から、間隔ｄ１は、１ｍｍ以上であることが好
ましい。隣り合う２本の切込線３４どうしの間隔についても、同様の理由から、１ｍｍ以
上３ｍｍ以下であることが好ましい。
【００４８】
　各切込線３２の長さｄ２（図２参照）が小さすぎると、舌片状の部分３３の変形量が不
足し、当該部分３３を部屋の角に密着させにくくなる。かかる観点から、長さｄ２は、１
０ｍｍ以上であることが好ましい。他方、長さｄ２が大きすぎると、ヘッド部１０全体の
機械的強度が低下してしまう。かかる観点から、長さｄ２は、３０ｍｍ以下であることが
好ましい。各切込線３４の長さについても、同様の理由から、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下
であることが好ましい。
【００４９】
　ヘッド部１０の隅１４に、切込線４２，４４，４６を含む切込部４０が設けられている
。切込線４２は側面１０ｂに複数形成されており、各切込線４２の一端は、側面１０ｂと
側面１０ｃとの間の辺に沿って形成された切込線４６上に位置する。同様に、切込線４４
は側面１０ｃに複数形成されており、各切込線４４の一端も、切込線４６上に位置する。
これにより、側面１０ｂにおいて複数の切込線４２で挟まれた舌片状の部分４３は、先端
（切込線４６上に位置する端）が自由端となる。同様に、側面１０ｃにおいて複数の切込
線４４で挟まれた舌片状の部分４５も、先端が自由端となる。このため、ヘッド部１０の
隅１４を部屋の角に押し付けることにより、上記部分４３，４５を変形させて、当該角に
隅１４を密着させることができる。これにより、部屋の角においても、床の清掃を充分に
行うことができる。
【００５０】
　複数の切込線４２は、互いに平行である。また、複数の切込線４４も、互いに平行であ
る。このため、舌片状の各部分４３，４５は、幅が一定になり、強度的に安定する。これ
により、当該部分４３，４５を大きく変形させることが可能となるため、部屋の角に対し
て隅１４を密着させやすくなる。
【００５１】
　複数の切込線４２は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ｂの略全体にわたっ
て形成されている。また、複数の切込線４４も、上記方向について、側面１０ｃの略全体
にわたって形成されている。これにより、ヘッド部１０の隅１４の略全体を変形させるこ
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とが可能となるため、部屋の角に対する隅１４の密着度を向上させることができる。
【００５２】
　複数の切込線４２の１つは、ヘッド部１０の底面と側面１０ｂとの間の辺に沿って形成
されている。また、複数の切込線４４の１つも、ヘッド部１０の底面と側面１０ｃとの間
の辺に沿って形成されている。これにより、ヘッド部１０の隅１４を部屋の角に押し付け
る際、床面の極近傍において隅１４を変形させることが可能となる。このことも、部屋の
角に対する隅１４の密着度の向上に資する。
【００５３】
　隣り合う２本の切込線４２どうしの間隔が大きすぎると、舌片状の部分４３の変形量が
不足し、当該部分４３を部屋の角に密着させにくくなる。かかる観点から、上記間隔は、
３ｍｍ以下であることが好ましい。他方、上記間隔が小さすぎると、上記部分４３の強度
が不足する。かかる観点から、上記間隔は、１ｍｍ以上であることが好ましい。隣り合う
２本の切込線４４どうしの間隔についても、同様の理由から、１ｍｍ以上３ｍｍ以下であ
ることが好ましい。
【００５４】
　各切込線４２の長さが小さすぎると、舌片状の部分４３の変形量が不足し、当該部分４
３を部屋の角に密着させにくくなる。かかる観点から、上記長さは、１０ｍｍ以上である
ことが好ましい。他方、上記長さが大きすぎると、ヘッド部１０全体の機械的強度が低下
してしまう。かかる観点から、上記長さは、３０ｍｍ以下であることが好ましい。各切込
線４４の長さについても、同様の理由から、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下であることが好ま
しい。
【００５５】
　ヘッド部１０の隅１６に、切込線５２，５４，５６を含む切込部５０が設けられている
。切込線５２は側面１０ｃに複数形成されており、各切込線５２の一端は、側面１０ｃと
側面１０ｄとの間の辺に沿って形成された切込線５６上に位置する。同様に、切込線５４
は側面１０ｄに複数形成されており、各切込線５４の一端も、切込線５６上に位置する。
これにより、側面１０ｃにおいて複数の切込線５２で挟まれた舌片状の部分５３は、先端
（切込線５６上に位置する端）が自由端となる。同様に、側面１０ｄにおいて複数の切込
線５４で挟まれた舌片状の部分５５も、先端が自由端となる。このため、ヘッド部１０の
隅１６を部屋の角に押し付けることにより、上記部分５３，５５を変形させて、当該角に
隅１６を密着させることができる。これにより、部屋の角においても、床の清掃を充分に
行うことができる。
【００５６】
　複数の切込線５２は、互いに平行である。また、複数の切込線５４も、互いに平行であ
る。このため、舌片状の各部分５３，５５は、幅が一定になり、強度的に安定する。これ
により、当該部分５３，５５を大きく変形させることが可能となるため、部屋の角に対し
て隅１６を密着させやすくなる。
【００５７】
　複数の切込線５２は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ｃの略全体にわたっ
て形成されている。また、複数の切込線５４も、上記方向について、側面１０ｄの略全体
にわたって形成されている。これにより、ヘッド部１０の隅１６の略全体を変形させるこ
とが可能となるため、部屋の角に対する隅１６の密着度を向上させることができる。
【００５８】
　複数の切込線５２の１つは、ヘッド部１０の底面と側面１０ｃとの間の辺に沿って形成
されている。また、複数の切込線５４の１つも、ヘッド部１０の底面と側面１０ｄとの間
の辺に沿って形成されている。これにより、ヘッド部１０の隅１６を部屋の角に押し付け
る際、床面の極近傍において隅１６を変形させることが可能となる。このことも、部屋の
角に対する隅１６の密着度の向上に資する。
【００５９】
　隣り合う２本の切込線５２どうしの間隔が大きすぎると、舌片状の部分５３の変形量が
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不足し、当該部分５３を部屋の角に密着させにくくなる。かかる観点から、上記間隔は、
３ｍｍ以下であることが好ましい。他方、上記間隔が小さすぎると、上記部分５３の強度
が不足する。かかる観点から、上記間隔は、１ｍｍ以上であることが好ましい。隣り合う
２本の切込線５４どうしの間隔についても、同様の理由から、１ｍｍ以上３ｍｍ以下であ
ることが好ましい。
【００６０】
　各切込線５２の長さが小さすぎると、舌片状の部分５３の変形量が不足し、当該部分５
３を部屋の角に密着させにくくなる。かかる観点から、上記長さは、１０ｍｍ以上である
ことが好ましい。他方、上記長さが大きすぎると、ヘッド部１０全体の機械的強度が低下
してしまう。かかる観点から、上記長さは、３０ｍｍ以下であることが好ましい。各切込
線５４の長さについても、同様の理由から、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下であることが好ま
しい。
【００６１】
　ヘッド部１０の隅１８に、切込線６２，６４，６６を含む切込部６０が設けられている
。切込線６２は側面１０ｄに複数形成されており、各切込線６２の一端は、側面１０ｄと
側面１０ａとの間の辺に沿って形成された切込線６６上に位置する。同様に、切込線６４
は側面１０ａに複数形成されており、各切込線６４の一端も、切込線６６上に位置する。
これにより、側面１０ｄにおいて複数の切込線６２で挟まれた舌片状の部分６３は、先端
（切込線６６上に位置する端）が自由端となる。同様に、側面１０ａにおいて複数の切込
線６４で挟まれた舌片状の部分６５も、先端が自由端となる。このため、ヘッド部１０の
隅１８を部屋の角に押し付けることにより、上記部分６３，６５を変形させて、当該角に
隅１８を密着させることができる。これにより、部屋の角においても、床の清掃を充分に
行うことができる。
【００６２】
　複数の切込線６２は、互いに平行である。また、複数の切込線６４も、互いに平行であ
る。このため、舌片状の各部分６３，６５は、幅が一定になり、強度的に安定する。これ
により、当該部分６３，６５を大きく変形させることが可能となるため、部屋の角に対し
て隅１８を密着させやすくなる。
【００６３】
　複数の切込線６２は、ヘッド部１０の厚み方向について、側面１０ｄの略全体にわたっ
て形成されている。また、複数の切込線６４も、上記方向について、側面１０ａの略全体
にわたって形成されている。これにより、ヘッド部１０の隅１８の略全体を変形させるこ
とが可能となるため、部屋の角に対する隅１８の密着度を向上させることができる。
【００６４】
　複数の切込線６２の１つは、ヘッド部１０の底面と側面１０ｄとの間の辺に沿って形成
されている。また、複数の切込線６４の１つも、ヘッド部１０の底面と側面１０ａとの間
の辺に沿って形成されている。これにより、ヘッド部１０の隅１８を部屋の角に押し付け
る際、床面の極近傍において隅１８を変形させることが可能となる。このことも、部屋の
角に対する隅１８の密着度の向上に資する。
【００６５】
　隣り合う２本の切込線６２どうしの間隔が大きすぎると、舌片状の部分６３の変形量が
不足し、当該部分６３を部屋の角に密着させにくくなる。かかる観点から、上記間隔は、
３ｍｍ以下であることが好ましい。他方、上記間隔が小さすぎると、上記部分６３の強度
が不足する。かかる観点から、上記間隔は、１ｍｍ以上であることが好ましい。隣り合う
２本の切込線６４どうしの間隔についても、同様の理由から、１ｍｍ以上３ｍｍ以下であ
ることが好ましい。
【００６６】
　各切込線６２の長さが小さすぎると、舌片状の部分６３の変形量が不足し、当該部分６
３を部屋の角に密着させにくくなる。かかる観点から、上記長さは、１０ｍｍ以上である
ことが好ましい。他方、上記長さが大きすぎると、ヘッド部１０全体の機械的強度が低下
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してしまう。かかる観点から、上記長さは、３０ｍｍ以下であることが好ましい。各切込
線６４の長さについても、同様の理由から、１０ｍｍ以上３０ｍｍ以下であることが好ま
しい。
【００６７】
　本発明による清掃用具は、上記実施形態に限られるものではなく、様々な変形が可能で
ある。上記実施形態においては、切込部がヘッド部１０の四隅の全てに設けられた例を示
した。しかし、切込部は、ヘッド部１０の四隅のうち少なくとも１つに設けられていれば
よい。すなわち、切込部３０，４０，５０，６０のうち少なくとも１つが設けられていれ
ばよい。
【００６８】
　上記実施形態においては、各切込線３２がヘッド部１０の底面に平行である場合を例示
した。しかし、各切込線３２は、ヘッド部１０の底面に平行でなくてもよい。切込線３４
，４２，４４，５２，５４，６２，６４についても、同様である。
【００６９】
　上記実施形態においては、複数の切込線３２が互いに平行である場合を例示した。しか
し、複数の切込線３２は、互いに平行でなくてもよい。切込線３４，４２，４４，５２，
５４，６２，６４についても、同様である。
【符号の説明】
【００７０】
１　清掃用具
１０　ヘッド部
１０ａ　側面（第１の側面）
１０ｂ　側面（第２の側面）
１０ｃ　側面（第３の側面）
１０ｄ　側面（第４の側面）
１２　隅（第１の隅）
１４　隅（第２の隅）
１６　隅（第３の隅）
１８　隅（第４の隅）
２０　柄
３０　切込部（第１の切込部）
３２　切込線（第１の横切込線）
３３　舌片状の部分
３４　切込線（第２の横切込線）
３５　舌片状の部分
３６　切込線（第１の縦切込線）
４０　切込部（第２の切込部）
４２　切込線（第３の横切込線）
４３　舌片状の部分
４４　切込線（第４の横切込線）
４５　舌片状の部分
４６　切込線（第２の縦切込線）
５０　切込部（第３の切込部）
５２　切込線（第５の横切込線）
５３　舌片状の部分
５４　切込線（第６の横切込線）
５５　舌片状の部分
５６　切込線（第３の縦切込線）
６０　切込部（第４の切込部）
６２　切込線（第７の横切込線）
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６３　舌片状の部分
６４　切込線（第８の横切込線）
６５　舌片状の部分
６６　切込線（第４の縦切込線）
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